





































































































































































































































































































































































































一ー}マ 常に「維持」を表す 「変化」のない「維持」も表しうる 「逸脱」に見えるものもある









































































































「株価の上下」を　　　　　　　　　　　　　　　　　」’　嘱．ヌ 　　 　　 　　　　　　　例：株価が上がりっぱなし　　　　　　　　　　　　　　　　（度を越えた繰り返し）
早稲田大学日本語教育研究
　以上、3形式の提示例を示した。私自身のこれまでの実践では、「～きり」と言いながら、
実際に紙を切ってみるなど、それぞれの文型の特色を活かした意味理解活動の後、一キリ、一
ママ、一ッパナシを含んだ歌のタイトルや歌詞、詩を読み、それぞれの基本義が、作品にど
う現れ、歌や詩の雰囲気にどう影響しているかを話し合ってみる、また、その上で、歌を実
際に歌ってみる、歌詞を演じてみる、などの活動を行ってきた8。様々な感覚を使った活動
が、学習者のそれぞれの意味理解をより深く支えると考えるためだ。
8．　まとめと今後の課題
　本稿では、一キリ、一ママ、一ッパナシの基本義を規定し、3形式の類似点、相違点が基本義
を反映していることを検証した上で、その基本義の提示方法を提案した。なお、本稿で示し
た基本義は、各形式が隣接する他の表現との使い分けも説明できることを想定している9。
今後、3形式が隣接する他の表現との関係についても、分析をしていきたい。
注
1藤城（2005）では、抽象性の高い「ノダ」に関して、メタファーを用いた提示方法の概要を示している。
2久池井（1995）は、「デ系」を、更に「並列」と「直列」とに分類している。
31997年、マレーシア工科大学予備教育課程での2年目の学習者。
4用例中の下線はすべて筆者による。また、各形式の比較のために、｛｝を用いた例では、｛｝内の
　初めに挙げたものがオリジナルの形である。
5渡邊（2000）が、「消失する」という表現を、一キリの接続助詞舶用法のスキーマ説明の中で用いている
　が、本稿ではこの性質は「連続性を断ち切る」という基本義がら派生したと考える。
6いわゆる「継続動詞」の一テイル形は、通常は「結果の状態」を表しにくいが、一ママや一ソパナシが
　つくと、「テレビがつけたままだ／つけっぱなしだ」のように、「事態成立後の状態」を表す。これは、
　渡邊（2000）が指摘するヲ格とガ格の交代現象にも関わってくる特徴だと考えられる。
7ただし、5，2．で述べたように、「連続性が断ち切られる」という変化の後は、そこに存在した事物が消
　失し、「それ以上、変化を引き起こす過程は何も起こらない」ことが含意される。つまり、一キリは、
　　「変化→無変化1という2っの段階を捉えて表す際に用いられる。
8授業設計の際、鈴木真理子さん主催の「遊びと学びの会」の皆さんから多くの示唆をいただいた。
9例として、一キリと一ダケの境界について少し触れておく。渡邊（2002）は、副助詞的な一キリは、一ダケ
　と置き換え可能だが、一ダケから一キリへの置き換えは困難な場合があるとしている。
　　　（a）これは，あなた一人｛？きり／だけ｝の所有物ではない。　　　　　　　　（渡邊2002）
　これについて、渡邊（2002）は、一キリを含む文を意味構成から9つに分類し、（a）はそのどれにも該当
　しないために一キリが使えないとする。しかし、（a）と同じ構造を持つ（b）では一キリが使える。
　　　（b）だって人生は一人きりのものだけど、誰かと共に走っている時が確実にあるんだからね。
　　　　　　　　　　　　（http：〃nagoya．cool．nejp／dayfbrnight1Review12003！2003＿09＿01＿2，html）
　また、次の（c）の一ダケを一キリに置き換えたものは、渡邊の分類のうち工類（渡邊2002：p．139）に該当す
　ると思われるが、一キリの使用は不自然である。
　　　（c）ローチーターには2年目の女の先生がもう一人｛だけ／？きり｝いて、豪快で酒飲みでさっ
　　　　　ばりしているなんとも男前？な人なのだが（笑）…（http：〃www4．ocn．nejp1一！nami20001）
　これらの使い分けに対しては、一キリの基本義からの説明が可能である。「連続性が断ち切られる」様
　子を捉える一キリは、ある事物が他の事物から切り離され、孤立しているという側面を表す。（b）が自
　斜なのは、他との連続性を断ち切ることで他者を強く排除し、「たった一人のあなたのもの」という
　点を強調しているためだろう。逆に、（a）や（c）では、孤立や、他者排除の意味を示す必要がなく、一キ
　リが使いにくい。これに対し、一ダケは、ある分量や範囲を区切って提示する形式で、他を強く排除
　するというニュアンスは伴わないため、（a）～（c）いずれの例でも自然に用いることができる。なお、一
一キリ、一ママ、ッパナシ
ダケには、「がんばったらがんばっただけ、結果が出る」のように、「限定」の意味すら薄らいでいる
用法もある。
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